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１．松本大学田開ゼミの紹介



田開ゼミの紹介

環境教育、社会教育など

所属

松本大学
総合経営学部観光ホスピタリティ学科

主なフィールド

長野県飯田市遠山郷、富山県富山市呉羽丘陵など

研究テーマ

遠山郷フィールドスタディの様子（2022年9月撮影）

飯田学輪大学の様子（2023年1月撮影）



２．遠山郷での活動紹介



遠山郷とは

・観光振興が期待され、
交流人口は約22万5000人（2015年）

・長野県飯田市に位置する中山間地域
飯田市に合併された旧上村・南信濃村

・人口は1674人で高齢化率は約60％（2020年）

・東京から車で約４時間半

出典：長野県公式観光サイト

遠山郷

下栗の里（2022年9月撮影） 霜月祭り（2022年12月撮影）



遠山郷での活動① ～どんぐり隊～

活動目的

活動内容

参加メンバー

上村地区の地域資源を活かす
子どもたちに魅力を伝え、成長を支える

保育園裏山の整備、お茶の生産
小学校キャンプへの協力 etc

20代から60代まで総勢24人

提供：飯田市上村公民館



上村保育園の整備

目的

活動内容

上村保育園について

・飯田市上村にある認定こども園
・自然体験を楽しむ自然保育が行われている

子ども達が安全に自然保育ができるよう
環境づくりを行うため

・上村保育園裏山の草刈り作業
・ウッドデッキ補修

撮影：2022年6月



上村保育園の整備とSDGs

撮影：2022年6月



遠山郷での活動② ～益山勝人さん～

ますやま かつひと

益山 勝人さん

林業に従事

猟師歴21年

鹿児島県出身、21年前に遠山郷へ移住

遠山郷の森を守るお仕事
中学生の学有林学習のサポート

『生きる事は楽しむこと』

提供：益山勝人さん

かつひと



もったいないを無くす

無駄なく食べる

食べる物の１％は自分の力で

豊かさを伝える

美味しく食べて、骨まで有効活用

狩猟の他に農業や山菜採り

高校生の研修旅行の受け入れ

撮影：2022年11月



益山さんの取組み

狩
猟
を
楽
し
む

地
域
資
源
の
活
用

提供：益山勝人さん



３．活動分析の成果と今後の方向性



成果

SDGs との関連で活動意義がわかる
→客観的な評価として活動の説得力が増す

活動と社会貢献とのつながりがわかる
→活動へのやりがい、自信

今回

地域活動とSDGs の関連を分析チャートで見える化



今後

今回は分析チャートを用いて学生が作業を行った
→住民の方とSDGs について学び、住民の自主的な取組みを期待

住民、行政、学生、各主体が協働し、活動の輪を広げる
→SNS等を用いて積極的に発信を行う

住民の方々と共に学び、SDGs の輪を広げる



ローカルSDGs 地域づくり学習会

概要
昨年10月からスタート
毎月第一・第三金曜日に開催

参加者
学生、大学の研究者（松本大学・中部大学）
飯田市役所職員、一般市民

内容
ローカルSDGs レーダーチャート、
GISを活用した飯田市のSDGs 状況の分析

撮影：2022年12月

撮影：2023年1月



ご清聴ありがとうございました！


